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研究の始まり
鹿児島方言では疑問文が下降調になる。
木部(1997)「鹿児島市のイントネーション」『諸方言のアクセ
ントとイントネーション』三省堂

他の地域はどうなのだろう。

実際の会話ではどうなのだろう

いろいろな方言で調べてみました
（科研費日本語音声CD）

疑問文を下降調にする方言は結構多そうだ

類型化してみました

諸方言コーパスで確かめてみました
弘前市方言 コーパスでも下降調で発話されている。

広島市方言 コーパスでは下降調で発話されている。

方言調査で確かめてみました
（2017年の木曽川方言調査）
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木部(2010)「イントネーションの地域差－質問文のイントネーション－」
『方言の発見 知られざる地域差を知る』ひつじ書房
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